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　考えてから動くのではなく、考えながら動くことで一歩先の未来によ
り近づけると思い実践しています。「愛情の分だけ強く逞しく」そんな百
のことができる格好いい農家を目指しています。「農作物があって初めて
販路ができる」丹精込めて作った椎茸！「うま味」だけでなく味覚、視覚、
臭覚、聴覚など五感を総動員して感じる「美味しさ」があります。私た
ちは美味しい農作物を創っていきます。

株式会社みやび
〒770－8550
徳島県小松島市櫛渕町字久友229番地
TEL（0885）38‒6151　FAX（0885）38‒6151
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この人に聞きました
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インタビュー

●株式会社みやび　代表取締役　服部　雅基
●ホームページ／http://tokukaigi.or.jp/agl/archives/1176/
●設立年月日／平成24年７月　●資本金／300万円　●業種／農業　●従業員数／ 8名

耕作放棄地・休耕田を利用した季節型別農業の実施

１．取組の経緯
　近年、農業就業者の高齢化と人手不足により休耕田や
耕作放棄地が増加してきている。当社は試験的に耕作放
棄地を借りて畑に変え、季節型別農業に取り組み、無農
薬・有機農法・減農薬でのにんにくと小松菜等の葉物野
菜の栽培を行っている。これらの作付けや包装作業は人
力で行っており、耕作放棄地や休耕田の増加に対して人
手が足りない状況が続いていた。
　本事業により「にんにく植付機」と「自動パック包装
機」を導入することができ、当社が請け負える田畑を増
やすことができた。「にんにく植付機」は四国初の導入で、
四国でにんにく栽培が機械化される実例となった。

２．実施内容
　設備を導入して耕作放棄地を従来の田畑に戻し、にん
にくや葉物野菜などを作付けから包装・出荷まで行える
ようになった。季節型別農業として農作業が1年を通し
て平準化できることから、これまでの季節労働者を正社
員化することが可能となり、雇用促進が図れた。

　生産面積の拡大と新たな生産物の拡充を図り、各種作物のモデル
化となる中心経営体を目指しています。現在、自社商品のブランド
化を進めており、海外進出も視野に入れた商品を考えていきます。
従業員は季節雇用でなく年間雇用ができるように事業を進めて行き
ます。

代表取締役　服部　雅基　氏

にんにく植付機

自動パック包装機


